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Agenda

• ⽇本を取り巻く環境
「国際化」の戦略的な推進

• エルゼビア
研究マネジメント⽀援
サービスを⽤いた例
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⽇本を取り巻く環境「国際化」の戦略的な推進
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⽇本と⽇本以外の国を移動した研究者の論⽂
⽣産性
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出典：「平成26年度 科学技術⽩書」 ⽂部科学省

⽇本のみ
（移動なし）
相対⽣産性0.58

⽇本への帰国
相対⽣産性1.59
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連携を通してもたらされる影響の⼤きさ
（ Elsevier UK BIS report 2013 ）
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出典：「英国研究基盤実績国際⽐較、2013年」 エルゼビア、および英国ビジネス・イノベーション・技能省（UK BIS）

⽇本で発表される論⽂の実に
25%は、海外の研究者と
共同執筆されたものである。

⽇本の著者と海外著者の
国際共著論⽂は、著者の単独
機関のみで執筆される論⽂より

2.2倍多く引⽤される。
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⽇本の国際連携の出遅れ
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出典：「平成26年度 科学技術⽩書」 ⽂部科学省
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どこと？

どうやって？

7



TITLE OF PRESENTATION | 88|

8

１）戦略的に
分析・選定する
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① Win-Winの関係となる⼤学の調査分析
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出典：情報管理 2014 vol.57. no.6 研究戦略のための計量書誌学の実践的活⽤と応⽤

⾃⼤学にとって良い関係の共著⼤学

共
著
⼤
学
に
と
っ
て
良
い
関
係
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② 共著⼤学との研究内容を掘り下げ調査
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③ 将来ハブとなりうりそうな
⾃⼤学関係者の調査
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出典：情報管理 2014 vol.57. no.6 研究戦略のための計量書誌学の実践的活⽤と応⽤

同窓⽣の追跡分析
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２）様々な機会を
逃さずに活かす
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① 学⻑・理事・学部⻑が海外の⼤学を
訪問する機会

② 海外から理事・学部⻑クラスの
来賓がある機会
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３）将来の
パートナーを
呼び込むため
の種まき・広報
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海外にアピールする研究者データベース
の構築
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① 英語であること

② 常に最新の情報にアップデートされていること

③ わかりやすい、⾒つけやすい表現・構造

④ 研究者同⼠の関係性が⾒えやすいこと
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ホームページ

検索機能

研究組織、研究者名、研究コンセプト、
論⽂等を検索可能

アピールしたい研究者の研究業績の⼀元的把握および情報発信
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個⼈ページ

研究キーワード

最新論⽂

共著情報

投稿ジャーナル

利⽤者コメント：
⽂科省の「○○補助⾦」
のデータ収集（論⽂、若
⼿論⽂等）に⾮常に役
⽴った。専攻・研究科単
位の業績収集に⾮常に

有益。

所属、電⼦メール等の連絡先、
研究室のHP等へのリンク

研究業績サマリ

発表論⽂数、H-index等
（表⽰する・しないは制御可）
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部局ページの例 論⽂の共著関係に基づいた、ネットワークを⽰します。
・ 家 ＝ 機関
・ 丸 ＝ 教員
・ 線 ＝ 共著論⽂

丸をクリックすると教員のプロファイルが、
線をクリックすると共著論⽂が画⾯下に表⽰されます。

アピールしたい研究者の研究業績の⼀元的把握および情報発信
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ご清聴ありがとう
ございました
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